
【症例】67歳女性
【主訴】ホットフラッシュ
【現病歴】30歳代で子宮がんのために卵巣子宮の摘出を行ってから突然の熱感と顔面
の紅潮が出現するようになった。ホルモン補充療法をうけて、症状は1週間に2～3回
程度のコントロールになっていたが、高齢になってきたため、この半年は当帰芍薬散
エキスに変更し加療されていた。しかし、症状がコントロールできないため、紹介受
診。
【現病歴】身長158cm　体重60kg
　夜間にホットフラッシュが多く、入眠困難。就寝中もホットフラッシュがおこり目
が覚めることもある。イライラは軽度。精神的に動揺したり、疲れるとホットフラッ
シュが増加。眼は疲れやすい方。脚も時々つる。暑がり寒がりは特にない。ため息は
軽度あり。食欲はあり。倦怠感はなし。腰痛なし
　眼：軽度ギラツキあり
　脈診：　右尺やや虚、右寸・関は浮実　左脈は全体に弦
　舌診：舌下静脈はやや怒張あり　舌尖はやや赤
　腹部：臍下に手術痕あり、臍左傍の圧痛軽度あり

